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「未来につながる非認知能力 クイズ東大王での活躍支える知識と応用力」 

記事掲載のお知らせ 

 

ウェブサイト「産経ニュース」にて、タイアップ記事「未来につながる非認知能力 クイズ東大王での活躍支える知識と応用力」

が公開されております。当記事のゲストはTBS「東大王」出演中の紀野紗良さん（東京大学農学部４年生）です。公文式

OG の紀野さんが公文式学習を通じて身につけた力は、学力はもちろん、先取り学習で身についた「まずはやってみよう」という

挑戦心、学習習慣や粘り強さなど多岐にわたるとのこと。今後の学習の継続がどのような効果をお子さまにもたらすのか、

KUMON にお通いいただいている皆様に、ぜひ、お読みいただきたい内容です。 

 

記事は、こちらの二次元コードからお読みいただけます。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（紀野 紗良 氏 紹介） 

2000 年北海道生まれ。2018 年、立命館慶祥高等学校を卒業し、東京大学理科二類に入学。2022 年 1 月現在、東

京大学農学部 4 年次在学中。謎解きサークル Another Vision に所属。趣味はバレエ、スキー。TBS 系テレビ番組『東大

王』に出演中。 

 

【記事より一部抜粋】 

■中学校に入学してから急速に成績が伸びていきました。中学からの

学習は基礎が重要になってきます。公文式で積み重ねた基礎学力がア

ドバンテージになったことは確かです。 

■（公文式の魅力は）先取り学習に尽きます。学校の学習もスムーズ

になり、苦手意識がなくなります。知らない分野に進んでいくので、

「まずはやってみよう」という挑戦心も育まれます。算数・数学の計

算は、速く、確実に。国語は要約（縮約）に取り組んだ経験が、東大

入試での要約記述に役立ちました。英語は、専用リスニング機器「E-

Pencil（イー・ペンシル）」で聞いて、音読し、英文を読んだ経験が読

解力となりました。 


